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自己紹介

2003年 筑波大学附属高等学校で

初めての情報科の教育実習生

2004年 筑波大学附属高等学校 着任

情報科主任（一人教科）19年目

フットサル部顧問



筑波大学附属高等学校について
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●東京都文京区

●１学年６クラス 男女ほぼ同数

●高入生は約1/3 ３年間クラス替えなし

●SGH指定校(H26~H30)

●モットーは 自主・自律・自由

●１学年で情報 Ⅰ を２単位設置



情報科の
内容



共通教科情報科の科目編成の変遷

2003年度〜 情報A 情報B 情報C

(必修選択 2単位）

2013年度〜 情報の科学 社会と情報

(必修選択 2単位）

2023年度〜 情報Ⅰ 情報Ⅱ

(必修2単位） (選択2単位）



情報Ⅰの内容：学習指導要領

(1)情報社会の問題解決
○情報の特性 情報社会の問題 問題解決の手法

(2)コミュニケーションと情報デザイン
○メディア デジタル化 デザインによる問題解決

(3)コンピュータとプログラミング
○コンピュータの仕組み アルゴリズム シミュレーション

(4)情報通信ネットワークとデータの活用
○ネットワークの仕組み 情報システム

データの収集・分析・表現



各単元の授業内容

(1)情報社会の問題解決
○情報の特性 情報社会の問題 問題解決の手法

(2)コミュニケーションと情報デザイン
○メディア デジタル化 デザインによる問題解決

(3)コンピュータとプログラミング
○コンピュータの仕組み アルゴリズム シミュレーション

(4)情報通信ネットワークとデータの活用
○ネットワークの仕組み 情報システム

データの収集・分析・表現



授業実践
事例紹介



Wikipediaの内容に関する三大方針

●それぞれがお互いに

補完しあっている

●ノートで議論しながら

記事を作り上げる
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コミュニケーション手段の特性分析



簡単なアルゴリズム：約数の列挙

Pythonプログラミング

約数の数が○個なら素数
→ 素数の判定プログラムが作れる！
⇨ 1からnまで割る必要ある？



情報システム
作成実習

高校生活の問題を解決する
情報システムを作成しよう！



目的

高校生活の問題を解決するための

情報システムを設計・製作し

実行結果の検証をすること



情報システムの条件

●何らかの情報を入力→処理→出力する

●自分たちで0から作ってもよい

●既存のシステムを複数組み合わせて

利用するのは〇

例：

●既存のシステムを単体で利用するのは×



昨年度の生徒が取り組んだ問題



定期考査の
取り組み



定期考査の実施について

●2020年度まで…定期考査なし
○授業中の取り組み・成果物で評価

●2021年度 定期考査を初実施
○情報の定期考査のイメージがそもそもない

➢ 問題作成・難易度設定・授業内容の検討に苦戦



定期考査づくりの参考にしたもの

●ITパスポート・基本情報技術者試験
○社会人向けの内容を高校生の問題に落とし込むのが難しい

●大学の独自試験（慶應義塾大学SFCなど）

○数学Ⅰ・Aの範囲外の知識が必要な問題の調整が難しい

●情報関係基礎（センター試験・共通テスト）

○大問を中問くらいの規模に落とし込めれば・・・

●試作問題・サンプル問題
○そのまま真似してしまいたくなる良問ぞろい



問題を作るのが難しいと思う内容

(1)情報社会の問題解決
○情報の特性 情報社会の問題 問題解決の手法

(2)コミュニケーションと情報デザイン
○メディア デジタル化 デザインによる問題解決

(3)コンピュータとプログラミング
○コンピュータの仕組み アルゴリズム シミュレーション

(4)情報通信ネットワークとデータの活用
○ネットワークの仕組み 情報システム

データの収集・分析・表現



実施した考査問題より【昨年度前期末考査】

Wikipediaの内容に関する三大方針の一つに「独自研究は載せな

い」があり、もし独自研究を載せると他の二つの方針が成り立

たなくなることを学んだ。どうしてそうなるのかを他の二つ方

針の言葉を用いて簡潔に説明しなさい。

【解答例】独自研究とは他の信頼できる情報源での検証ができ

ない内容なので、中立的な観点にも立てないし、検証可能性を

確保することもできないから。 【正答率】42.3%

＊記述式は採点基準作りも採点も大変でした…



【正答率】(1) 26.1% (2) 1.2%

(1)をなぜかリストにする生徒もいました

(2)はエラーの存在を問題文に書くべきでした…

実施した考査問題より【今年度学年末考査】



【正答率】(3) 32.0% (4) 54.0%

パズル的な問題は解答しやすいのかもしれません

(4)はelifをifに変えると結果が変わるので来年も使えそうです

実施した考査問題より【前ページの続き】



実施した考査問題より
【今年度学年末考査】

【正答率】7.1%・・・

状況設定の理解はやはり難しい？



大学入学
共通テスト

『情報』への
期待と課題



○期待と課題●

○教科の認知度UP↑

○教材・問題作成のアイデアが増える

●受験科目化→問題演習増→実習時間減？

●テスト問題に合わせた授業設計が必要？



情報科教員としての想い

情報の授業を通して

身の回りの問題を楽しく解決していくことで

大学入学共通テストにも対応できる力を

自然と身につけていってもらいたいです！

ご清聴ありがとうございました
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